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Pride and Prejudice から見る結婚
 文１０－５７９ 畑　佐　有里佳
序論
ジェイン・オースティン（Jane Austen, 1775-1817）の『高慢と偏見』（Pride and Prejudice, 1813）
は、18 世紀末のイギリスの田舎町を舞台とした恋愛小説である。この小説には、多くの登場人物
や時代背景をとおして、当時の結婚事情や恋愛観が繊細に描かれている。この小説は、イギリス
の小説家ウィリアム・サマセット・モーム（William Somerset Maugham, 1874-1965）によって『世
界の十大小説』（Ten Novels and Their Authors, 1954）に選ばれた。さらには、夏目漱石も『文学論』
（1907）の中で『高慢と偏見』の冒頭部分を引用して絶賛している。
まずは、作者であるオースティンの来歴について述べる。彼女は 1775 年にイギリス南部のハン
プシャ（Hampshire）州のスティーヴントン（Steventon）という村の牧師館でジョージ・オース
ティン（George Austen）を父として生まれた。オースティン夫妻には、ジェインを含めて六人の
息子と二人の娘がいた。この子どもたちの中の、三男のエドワード（Edward）と長女のカサンド
ラ（Cassandra）は、『高慢と偏見』に登場するビングリー（Bingley）とジェイン（Jane）に面影
がうつされていると言われている。父親は、二人の娘には多くの教育は与えなかったが、ジェイ
ンは自分のつくった物語を家族や親しい人物に読み聞かせたりしており、幼少の頃からその才能
を示している。1801 年からジョージは牧師職などを長男のジェイムズ（James）に譲り、妻と二
人の娘を連れて、彼が亡くなる 1805 年までバース（Bath）に移り住んだ。しかし、そこでの暮ら
しはジェインにとっては少々賑やか過ぎるものであったらしく、すでに執筆活動を始めていた彼
女の活動を妨げる一因となった。そして彼女の父の死後、母と姉とともに兄のフランシス（Francis）
にサウサンプトン（Southampton）に招かれしばらくそこで暮らした。その後、兄のエドワードの
はからいでチョートン（Chawton）の田園に住むことになり、静かな生活を始められることとなっ
た。この静かな生活は、彼女に執筆活動を再開させた。そして以後、『知性と感性』（Sense and 
Sensibility, 1811）、『マンスフィールド・パーク』（Mansﬁeld Park, 1814）、『エマ』（Emma, 1816）
などを執筆し、多くの反響を呼んだ。
次に、この作品のあらすじを紹介しておきたい。物語の舞台はイギリスの田舎町のロングボー
ン（Longbourn）。 そ こ に 住 む ベ ネ ッ ト（Bennet） 夫 妻 に は ジ ェ イ ン（Jane）、 エ リ ザ ベ ス
（Elizabeth）、メアリ（Mary）、キャサリン（Kitty）、リディア（Lydia）という五人の娘がいた。
主人公は次女のエリザベスである。このロングボーンに近いネザーフィールド（Netherﬁeld）に
引っ越してきた独身の財産家であるビングリー（Bingley）は瞬く間に近所の注目の的となる。五
人の娘の母親であるベネット夫人にとって見逃すわけにはいかないことであった。自分の娘のう
ちの誰かの夫にどうしてもしたいとベネット夫人は考え、必死になって働きかける。ベネット夫
人の願い通り、長女のジェインがビングリーと恋に落ちる。次女のエリザベスは、ジェインとビ
ングリーが恋に落ちた舞踏会でビングリーの親友であるダーシー（Darcy）と出会う。しかし、
ダーシーの振る舞いは決して素晴らしいと言えるものではなく、エリザベスは彼に対して偏見を
持ち始める。そんな時、姉妹たちの従兄であるコリンズ氏（Mr. Collins）がベネット家を訪れる。
彼はエリザベスに求婚するが、あえなく断られてしまう。同時にウィカム（Mr. Wickham）とい
う軍人である青年と姉妹たちは出会う。エリザベスはこのウィカムから昔ダーシーに酷い冷遇を
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受けたという話を聞く。エリザベスは彼からの話を信じて、さらにダーシーを軽蔑するようになっ
てしまう。しかし、ダーシーのエリザベスに対する感情はますます強くなり、ケント（Kent）で
ダーシーはエリザベスに求婚する。しかし彼に偏見を持ち、姉のジェインとビングリーの関係を
割いたのがダーシーであるということも知ってしまったエリザベスはこの申し込みを断ってしま
う。しかし、後日ダーシーから送られてきた手紙を読んで、エリザベスは自分の考えが誤ってい
たことを知らされる。ダーシーも自分の高慢に気づき、態度を改め始める。こうして二人はお互
いに自分たちの欠点を認め合い、結ばれることとなる。
この当時の結婚というものは、女性にとっては生きていく術であり、相手の経済力や階級もと
ても大きな問題であった。この作品では結婚が大きなテーマとなっており、作品の中で四組の夫
婦が生まれる。作品において、結婚や恋愛がどのように描かれているか、またそれぞれの夫婦が
具体的にどのような結婚をしたのかを、時代背景を念頭におきながら見ていきたいと思う。
第一章　時代背景
（1）18世紀における恋愛と結婚
まずは、18 世紀の結婚とはどのように行われていたのかを見ていきたい。この時代の結婚の理
由の中心は、女子の場合は経済的なものであり、男子の場合は家族の財産を相続させる後継者（男
子）を産むためであった。つまり、男性側は後継が産まれて財産が継続されていくために、女性
側は自分が生きていくために結婚をしていたのである。現在でも金銭的な理由を全く無視して結
婚するということはあまりないことであるが、当時と現在ではその比重が全く違った。ここで、
18 世紀の結婚制度について『18 世紀イギリス小説と結婚』より段階的に説明したい。
18 世紀の結婚制度は、1754 年にハードウィック結婚法が成立する以前と以後では大きく違って
いる。成立以前では、教会で行われる挙式婚は準備にかなりの時間がかかった。順序は、結婚予
告が三週連続で朗読された後、二人のうちのどちらかの居住地の教会で午前八時から正午までの
間に婚礼を執り行うというものであった。しかし、この婚礼の方法では自由がないということに
なり、その対抗策として「秘密婚」というものが行われるようになった。秘密婚というのは、結
婚予告がなかったり、二人が住む教区以外の場で挙式を行ったり、規定時間外に式を行ったりす
るものであった。しかし、この秘密婚は法的には認められていたものであった。だが、正式な手
続きのない結婚は登録するべきものもなかったので、配偶者のある人が他の人とも結婚する重婚
や一夫多妻制が増加し、さらに、姦通や私生児などの弊害も存在した。これらのことから法改正
の要求の声が強まり、ハードウィック結婚法が施行されたのである。この法律の概要は、① 1754
年以降教会で行われる結婚のみが法的拘束力を持つ。②教会で行われたすべての結婚は、教区簿
に登録されなければならない。③ 1604 年の教会法によって、非合法とされた時期と場所で行われ
たすべての結婚は無効。④ 21 歳以下の者の結婚は両親または保護者の同意がない場合は無効。⑤
法律に従わなかった者に対しては 14 年間の流刑、などであった。このハードウィック結婚法のお
かげで非合法な結婚はなくなったが、階級内は閉鎖的になり、親の結婚に対する権限は強まり、
当事者同士が愛情を持って結婚に臨むという形からは程遠いものとなってしまった。（能美他 6）
先ほども述べたように、この頃の結婚は金銭的理由と社会的理由によって行われるもので、そ
の大半が両親によって決められた結婚であった。そのため、当事者同士の感情のために結ばれる
結婚ではなく、家同士の利益のための結婚であった。このように行われる結婚は、当事者同士が
惹かれあって結ばれた結婚よりも、打算的・利己的ではあるが長続きすると当時は考えられてい
た。よって、当時の子どもたちは自分の両親と同じように、自分の利益のための結婚をせざるを
得なかったのである。
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このように、当時の結婚は現在のような恋愛結婚とは大きく違った。しかしその一方で、当時
イギリス国教会の改革をしようとしたピューリタニズムの影響で、個人の自由と権利が重視され
た個人主義が発達し始める。さらに個々人の考え方が尊重される風潮が高まったため、結婚につ
いても自由な恋愛結婚が次第に認められるようになった。「家父長の権威は限定的、暫定的なもの
であり、子供が成人したときには自動的に消滅するという議論が起こった。18 世紀に結婚は、感
情的にも性的にも個人の快楽の主要な源泉とする友愛結婚へと移行」（能美他 7）していった。こ
のように親の権限や金銭的理由や社会的理由のために結婚するというこれまでの考え方から、お
互いに愛し合った感情的な理由のために結婚するという考え方へと変化していったことが分かる。
元来、恋愛と結婚は必ずしも一致するものではなかったが、考え方の変化や時代の流れによって、
恋愛と結婚はイコールで結ばれるようになったのである。
（2）格差を伴う結婚
『高慢と偏見』には様々な身分の人物が登場する。ダーシーやビングリーのような裕福な人物や、
ベネット家のように上流の階級ではあるがそこまで裕福ではない人物などだ。作品中、エリザベ
スとダーシー、ジェインとビングリー、シャーロット（Charlotte）とコリンズ、リディアとウィ
カムという四組の夫婦が誕生するが、彼らは同じ階級ではあっても経済的な身分には大きな差が
ある。彼らのように、違う身分の者同士が結婚することは当時どのように考えられていたのだろ
うか。18 世紀のイギリスは厳しい階級社会であった。現在はそのような制度は残っていないが、
人々の意識には根深く階級意識が根を張っている。格差を伴う結婚がどのようなものであったか
を述べる前に、当時の階級制度について述べたいと思う。
18 世紀までは王室・貴族とそれ以外の国民の二つの階級が存在し、「イギリスには二つの国民が
いる」と言われていた。しかし、18 世紀からは三つの階級に区別されるようになったのである。
三つの階級とは、上から「上流階級」「中流階級」「労働者階級」となる。
まず一つ目の「上流階級」から説明したい。当時の上流階級は王室貴族とジェントリ（Gentry）
で構成された位である。ジェントリとは爵位は持たないが土地を所有している地主のことである。
地主の他にも国教会の聖職者、官職保有者、法廷弁護士などの職業もジェントリには含まれた。
当時の上流階級の貴族とジェントリには土地だけの収入で裕福な生活を送ることの出来る伯爵
（Earl）、子爵（Viscount）、男爵（Baron）が含まれる。さらにジェントリには準男爵（Baronet）、
騎士（Knight）、従騎士（Esquire）、そしてジェントルマン（Gentleman）が含まれる。（1）
『高慢と偏見』に登場する人物たちはこのジェントリ階級の中のジェントルマンであり、同じ上
流階級の人物たちなのだ。だが、『十八世紀イギリス小説の視点─幸福・富・家族─』で樋口欣三
氏は「オースティンの描く同質的な社会においては、ジェントルマンと認められるかどうかは重
大な意味をもっている。それは社会のなかでの指導的な地位の保証となるだけでなく、その人物
の価値自体の指標ともなるからである。特にオースティンの小説の場合、女主人公が彼女にふさ
わしい立派な結婚相手をみつけるまでの経緯がプロットの中心をなしているという事情もあり、
女主人公の相手の人物に下す評価は、社会的なレヴェルにとどまらず、精神的道徳的レヴェルに
もかかわってくるのである。」（樋口 190）と述べている。つまり、上流階級であるということは、
その人物の社会的評価を上げ、その価値を評価するための基準となるのだ。しかし、それだけで
その人物が最高の人物だと認められるのではなく、階級に応じたふさわしい品の良い振る舞いが
出来るのかどうかということや、周囲の人物に礼儀正しく、心配りのある対応で接することがで
きるかということも重視されたのである。このことに関して新井潤美氏も「それ（＝階級に応じ
た振る舞い、礼儀正しさ、心配り）を持つことは、彼らが手本となるべき下層階級への責任、一
つのノブレッス・オブリージュとしても、ジェントルマン階級の人間が身につけておくべき要素
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なのである。」（新井 50）と述べている。
次に中流階級である。この階級は、産業資本家や銀行家などの企業を経営して利潤を得た人々
のことや、弁護士や医師や建築家などの専門職に就く人々を指した。彼らは上流階級と違い、生
活のために労働する必要があったが、三つ目の労働者階級とは違って肉体労働ではなかったので
彼らとは区別されていた。
最後に、労働者階級である。この階級は、運転手や農業や土木などの労働に従事している人々
を指す。労働者階級が下層階級であるということではないので人々は誇りを持っていた。しかし、
彼らは保守的な面があったために、新しいものへの抵抗感を強く感じていた。階級内での団結力
は強かったが、階級を抜け出そうと考える者は少なかったと言われている。
このように、当時のイギリスでは階級がはっきりと区別されており、さらに上流階級では階級
内でも身分が細かく分けられていたために微妙な上下関係が存在した。そのため、結婚するとな
ると相手によって身分が変わってしまうという問題も伴った。ゆえに、結婚相手の選択は当時の
人々にとって自分の人生と家系にも関係する重要な問題で、人々は結婚にかなりの労力を使った
であろうと考えられる。
では、当時格差の伴う結婚というものは実際に存在したのだろうか。通常は同じ階級の者同士
での結婚が普通だと世間一般的には考えられていたようで、階級の違う者同士のいわゆる「格差
婚」は少なかった。上流階級の者は上流階級の者同士で結婚する、などエリザベスとダーシーの
ように階級の中の身分に差はあっても、この二人の結婚は認められるものであった。当時の上流
階級の娘は若いうちから舞踏会などで社交界にデビューし、そこで結婚相手を探すことがあった。
社交界に出ることが出来るのは上流階級の人々であり、そこに中流階級や労働者階級の人物が入
り込むことは困難だったため、必然的に同じ階級の者同士が結ばれることになっていたのである。
では、階級の違う者同士が結婚することが絶対に出来ないのかというとそういうことではない。
結婚は出来るが、周囲からの風あたりは厳しいものであった。上流階級の者は社交界から追放さ
れ、下流の者は非難された。つまり、結婚出来ないのではなく、社会から抹消されてしまうのと
同等の扱いを受けたのである。そのために、秘密婚や駆け落ち婚が増加し、社会的な統制が乱れ
たことも事実であった。この物語内でも、エリザベスの妹のリディアと軍人のウィカムが駆け落
ちしたが、この駆け落ち婚とは当時ではふしだらなものと考えられており、駆け落ち婚をした者
が家系の中にいると、家系全体が偏見の目で見られてしまうことになるのであった。
これらから考えると、格差を伴う結婚とは本人同士にとっても周囲の人物たちにとっても大き
な負担となるものである。「格差婚」は、女性が経済力のある男性の妻になることを表す「玉の輿
にのる」などという言い方で表現できるようなものでは決してない。それは、今後の人生に関わ
る苦しい選択肢であったのだ。その時に生きている人物たちの人生を左右するだけではなく、将
来産まれてくるであろう子どもの人生にまで影響を及ぼした。恋愛結婚が認められ始めた時代で
はあったが、階級や身分統制は厳しく、本人たちの意思だけで手放しに喜んで結婚することが出
来るようになったわけではなかった。格差を伴う結婚を決断するには並々ならぬ覚悟を要したの
である。
第二章　登場人物
（1）エリザベスとダーシー
この物語では結婚というものが大きなテーマとなっている。第二章では、この物語に登場する
多くの人物に焦点を当てて、それぞれの人物が物語中でどのような人物として描かれているのか
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と、四組の夫婦については、それぞれの結婚へ至った経緯も見ていきたい。
まずは主人公のエリザベスから見ていこう。彼女はこの時代の女性の特徴である「淑女」のよ
うな女性ではなかった。聡明であり、知的であり、そしていたずらっぽく滑稽なことが好きな快
活さも持ち合わせていた。自分の意見や考えは物怖じせずに周囲に伝え、当時の大半の女性のよ
うに、最終目的の結婚のために自分の知識を押し殺したりもしなかった。さらに、自分の見識に
は自信を持っており、周りの人物から意見を言われたとしても自分の考えを曲げたりするような
女性ではなかった。このような性格だったからこそ、「偏見」を持ちやすくダーシーという一人の
男性を理解するのにも時間が掛かってしまったと言えるだろう。さらに、結婚に対しても自分自
身のしっかりとした考え方を持っていた。「世間的な利益のために、より高い感情をすべて犠牲に
供するだろうなどとは、想像もできなかったのであった。」（“but could not have supposed it 
possible that when called into action, she would have sacrificed every better feeling to worldly 
advantage.”）（2）とあるように、当時の多くの女性や世間が持っていたような自らの利益のために
結婚するという考えではなく、自分の感情を重要視し、結婚する相手には尊敬と感謝を忘れない
ような結婚をするという恋愛結婚の考え方の持ち主であった。自らの考えと意見とぶれない軸を
持った、真っ直ぐな女性として作中では描かれていることが分かる。
次にダーシーだが、彼は先ほどにも述べた当時の上流階級のジェントリにあたり、年収一万ポ
ンドのペンバリーの当主という男だった。背は高く、容貌は秀でており、気品に溢れた物腰で、
彼が初めてエリザベスと出会った舞踏会では、注目の的となった。しかし彼は、親しく知り合っ
た間柄の人物でなければ自分から話もしないし、ましてや踊ったりもしないというひどく「高慢」
な男であったのである。彼の人気の株はあっという間に下落した。エリザベスも、彼を嫌った人
物たちの一人であった。友人であるビングリーが、エリザベスと踊ることをダーシーに勧めたが、
彼はエリザベスに対して「まずまずだ。だが、ぼくの気をそそるほど美しくはない。それにぼく
はいまのところ、ほかの男たちに無視されている若い娘さんの評価を高めてやる気もしないのだ。」
（“She is tolerable; but not  handsome enough to tempt me; and I am in no humor at present to give 
consequence to young ladies who are slighted by other men.”） （13）という評価を下したのだ。しか
し、彼のエリザベスに対する評価は徐々に変化していく。はじめはエリザベスを美しいと認めな
かったダーシーだが、「彼女の黒い目の美しい表情によって、顔かたちが異常に聡明なものになっ
ていることを知るようになった。」（“he began to ﬁnd it was rendered uncommonly intelligent by the 
beautiful expression of her dark eyes.）（24）や「容姿が軽やかで感じのいいものであることを認め
ないわけにゆかなかった。そして、彼女の立居振舞いは上流社会のそれではないと断定したもの
の、その自然な陽気さに、心をとらえられた。」（“he was forced to acknowledge her ﬁgure to be 
light and pleasing; and in spite of his asserting that her manners were not those of the fashionable 
world, he was caught by their easy playfulness.）（24）という表現から見て取れるように、ダーシー
がエリザベスに惹かれていることが分かる。しかし、やはり自分より下の階級の人間には紳士的
に対応することの出来ない高慢な性格のため、自分の気持ちに正直に向き合えない人物としても
描かれているのだ。
これらから見ると、二人は決して理解し合えない人物同士として描かれている。エリザベスは
自分の判断が正しいと考えるためダーシーを偏見によって軽蔑し、ダーシーは自分よりも格下の
人間に愛想よく対応することが出来ないので、エリザベスに対してまでも無礼な振舞いと発言を
する。しかし、この折り合いのつかない二人の関係の中で、最初に動いたのはダーシーであった。
自分の気持ちを抑えきれなくなったダーシーは、エリザベスに求婚したのだ。その告白の言葉の
中で、彼がいかにエリザベスを慕っているかという素直な気持ちが述べられたのだが、ダーシー
はエリザベスと結婚した場合、自分の身分が変化してしまうことへの苦しい気持ちもエリザベス
に打ち明けてしまったのである。つまり、自分よりも身分の低いエリザベスと結婚することによっ
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て、品格が下がってしまうことが自分の高慢に反するというものであった。この告白の言葉でエ
リザベスがダーシーからの求婚を受け入れることはなくなり、二人の関係は終わったかのように
思われた。だが、エリザベスは叔父と叔母であるガードナー夫妻と旅行に出かけた際に、ペンバ
リーでダーシーと再会する。その時のガードナー夫妻に対するダーシーの態度は、エリザベスの
家族や周囲の人々に対しての今までの彼の高慢な態度とは一変して、丁重で心づくしのものであっ
たため、エリザベスは驚きを隠せなかった。ダーシーはエリザベスに求婚を断られたことで、今
までの自分の態度を改めたのである。それと同時に、エリザベスの気持ちも今までのダーシーの
高慢な態度を憎み嫌う気持ちから、彼の資質への尊敬と態度の変化への喜ばしい驚きと、一度求
婚を断った自分を今でも愛してくれているということに対しての感謝の気持ちへと変化していっ
たのであった。
エリザベスとダーシーは、お互いが自分の間違いを認めて相手を尊敬し、感謝の気持ちを知る
ことが出来たために、心から相手を慕い愛することが出来たのである。この二人からは、互いを
嫌う気持ちから愛情へと変化していく過程が細かく読み取れ、一人の人間としても著しい成長を
感じられる人物たちとして描かれているのだ。
（2）ジェインとビングリー
次に、この物語の中で幸せな結婚をしたもう一組の二人の人物像について述べたいと思う。
まずは主人公のエリザベスが一番信頼し、愛している姉のジェインの人物像から見ていきたい。
ジェインは五人姉妹の中で一番美しく、母であるベネット夫人からの愛情も一番注がれている。
かといって、自分の美しさを鼻にかけるような態度を取ることは全くなく、謙虚で控えめな美し
い娘であった。気が強く、物事をはっきりと言い切り、人の悪口まで言ってしまうエリザベスと
は対照的で、周りの人々の欠点を見つけたり、それゆえにその人を嫌ったりすることはなく、す
べての人の性格の良いところだけを見るような心の優しい人物である。しかし、謙虚で控えめな
性格のために自分の気持ちをあまり表に出したりもしないので、ビングリーに対して抱いた好意
も肝心の本人には気づかれないままになってしまうのであった。
次にビングリーだが、彼はベネット家に近いネザーフィールドにやってきた財産家で、年収四、
五千ポンドの独身の青年である。彼は、父親から十万ポンドほどの財産を受け継いでおり、たま
たま人に薦められたことをきっかけにネザーフィールドの土地を借り受けたのであった。彼は明
るくて紳士らしく、表情は柔らかで、人見知りもせずに周囲の人に愛想も良いため、多くの人に
好かれた青年だった。舞踏会でジェインに会った際に一目惚れし、好意を持ち始めたのである。
ビングリーはのんびりとした、人に逆らえない性格でもあったため、高慢だが鋭敏な判断力を持
つ親友のダーシーを信頼し、彼の意見や考えも尊重していた。しかし、そのダーシーの判断力に
頼ってしまったために、ジェインと離れることになってしまうのであった。
お互いに第一印象から惹かれ合っていたにもかかわらず、二人はダーシーの勘違いやビングリー
の妹たちの策略のために引き離されてしまった。だが、一年経って二人が再会した時に、二人は
やはり惹かれ合うのであった。特にビングリーがやはりジェインに惹かれている状況を見て、エ
リザベスは「姉の美しさが昔の恋人の賛賞の気持ちをはげしくかきたてているのを見て、充分に
救われた」（“received soon afterwards material relief, from observing how much the beauty of her 
sister re-kindled the admiration of her former lover”）（319）と感じた。さらに、「五分ごと五分ごと
に、彼女は彼の心をいよいよ奪っていっていた。」（“every ﬁve minutes seemed to be giving her 
more of his attention”）（319）と、ビングリーのジェインに対する想いが強まっていく様子も描写
されている。だが、機会に恵まれず、二人が婚姻関係になるのにはかなりの時間を要した。ジェ
インも「リジー（エリザベスの愛称）、笑っちゃいけないわ。わたしを疑っちゃだめよ。わたしが
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悲しくなるから。いっておきますけど、好感のもてる良識のある青年としての、あのかたとお話
しするのを楽しむようになっただけで、それ以上の望みはもっていません。あのかたには、わた
しの愛情を引きつけるつもりなんか、はじめからすこしもなかったということは、あのいまの態
度からしても、はっきりわかります。ただあのかたはほかのだれよりも、ずっと感じのいい人ざ
わりと、だれも傷つけまいという強い気持ちとを持っていらっしゃるということなのよ」（“Lizzy, 
you must not do so. You must not suspect me. It mortiﬁes me. I assure you that I have now learnt to 
enjoy his conversation as an agreeable and sensible young man, without having a wish beyond it. I am 
perfectly satisfied from what his manners now are, that he never had any design of engaging my 
affection. It is only that he is blessed with greater sweetness of address, and a stronger desire of 
generally pleasing than any other man.”） （323-324）と、ビングリーへの自分の気持ちを抑えて、自
らに言い聞かせているような発言をする。だが、その後二人はビングリーの求婚によってようや
く結ばれることとなり、ジェインも「ほんとうに、あまりに善すぎるわ。わたしには、それだけ
の値打ちがないんですもの。ああ、どうしてだれもが、わたしのように幸福じゃないのかしら」
（“by far too much. I do not deserve it. Oh! Why is not everybody as happy.”）（327）と、ようやく喜
びを爆発させることが出来た。
これらの二人の態度から見て取れるように、二人は人当たりがとても良く心優しい人物ではあ
るが、自分の気持ちや態度に思い切りが欠けたり、控えめ過ぎるところがあるような人物に思わ
れる。この二人は、自分たちの感情に素直に生きるエリザベスとダーシーとは真逆の性格の人物
像に設定されているのである。
しかし、すべての人間の善い面のみを見ようとするジェインに率直な意見を述べるエリザベス
というベネット姉妹の関係と、のんびりとした性格のビングリーがダーシーの判断力のある意見
に従うという親友同士の関係には似ているところがある。真逆の性格を持ちながらもお互いが信
頼し合っているという関係性が類似しており、四人のそれぞれの性格や二組の夫婦の違いが明白
に捉えられる。この物語には多くの人物が登場するが、特にこの四人はその人物像に対比や類似
性を持って描かれているので、行動や会話などを通して互いに個々の人物像を際立たせている役
割を持つのである。
（3）ベネット家の人物たち
この物語には個性的な人物が数多く登場するが、その中でもロングボーンに住むベネット家の
人物たちは特に個性的で、それぞれに面白い特徴を持っている。そんな彼らの人物像を追って見
ていきたい。
まず、一家の大黒柱であるベネット氏から見ていこう。彼は一言で表現するには難しい性格を
していた。物語中にも「ベネット氏は、機才、皮肉なユーモア、含蓄、気まぐれなどの一癖ある
混合体だったから、妻に自分の人柄を理解させるには、二十三年間の経験もまだ不十分であった。」
（“Mr. Bennet was so odd a mixture of quick parts, sarcastic humor, reserve, and caprice, that the 
experience of three and twenty years had been insuf ficient to make his wife understand his 
character.”）（7）とある。長年生活をともにしている妻ですら、彼の性格を理解しうることは難し
いのである。というのも、彼と妻であるベネット夫人の性格は真逆であると言っても過言ではない
からだ。ベネット夫人の性格は「理解力の弱い知識のせまい、気分の変わりやすい人だった。何か
不満なことがあると、神経が痛むとうったえた。彼女の人生の事業は、娘たちを結婚させることで
あり、なぐさめといえば、訪問と世間話とであった。」（“She was a woman of mean understanding, 
little information, and uncertain temper. When she was discontented she fancied herself nervous. 
The business of her life was to get her daughters married; its solace was visiting and news.）（7）と記
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されている。ベネット氏とベネット夫人の間には、一般的な夫婦の愛情のある関係性ではなく、
夫が妻を軽蔑したり非難したりする奇妙な夫婦関係が構築されていたのである。
次に、エリザベスの三人の妹を一人ずつ見ていこう。まずは三女のメアリだ。メアリは残念な
がら家族の中で一人だけ容姿に恵まれなかった。そのために一生懸命勉強して、知識と才芸を身
につけることに力を注いでいた。ところが、「虚栄から、勤勉ではあったが、その虚栄は同時に、
もの知り顔をさせ、気取った態度をとらせ、それらは、彼女よりはるか優秀な人においてすら欠
陥となったことであろう。」（“and though vanity had given her application, it had given her likewise 
a pedantic air and conceited manner, which would have injured a higher degree of excellence than 
she had reached.”）（25）というように、必死に自分を良く見せようとするあまり、それが逆効果と
なって周囲の人物を不快にさせてしまうことも度々あったのだ。
次に四女のキャスリン（愛称キティ）について述べよう。キャスリンは四女だったが、五女の
リディアにいつもついてまわるような性格だった。エリザベスも「（キャスリンは）リディアのゆ
くところへは、どこへでもついてゆきます。」（“She will follow wherever Lydia leads.”）（223）と父
に語っている。いつも家の中でも騒いでいるのはキャスリンとリディアで、品行の悪さが目に余
るものであった。しかし、リディアがウィカムと結婚してからは、キャスリンはジェインやエリ
ザベスと過ごすことが多くなり、彼女の行いはどんどん向上した。「しかるべき注意と監督をうけ
ると、前よりも怒りっぽくなくなり、無知でなくなり、愚かでもなくなった。」（“she became, by 
proper attention and management, less irritable, less ignorant, and less insipid.”）（364-365）と記され
ており、キャスリンは社交界での女性の振る舞いというものを身につけていった。
最後に五女のリディアだ。15 歳で一番年下のリディアだったが、体格がよくすくすくと育った
明るい顔立ちの娘で、ベネット夫人のお気に入りであった。そのために、小さい頃から人前に出
る機会も多かったので、元気もよかったが、自信のありすぎる性格だった。そのために、男性に
ちやほやされることしか考えておらず、品行は際立って悪かった。普段からそのような性格や行
いをしていたために、ウィカムと駆け落ち結婚をした際も家族からは非難されたのだが、そんな
ことには聞く耳さえもたなかった。姉妹の中でも一番問題のある性格をしていたのだ。
この一家の人物たちの性格や行いは、エリザベスの結婚とジェインの結婚に深く関わっていた。
ダーシーはベネット家の人物たちの振る舞いのために自身の結婚と親友であるビングリーとの結
婚を諦めようとしたのである。ダーシーはエリザベスに宛てた手紙で、結婚を手放そうとした理
由として「あなたの母上のご一族のご身分も、おもしろくないものではありますが、それも母上
や三人の妹さまがしばしば、いやほとんどつねに、そして、また父上さえときとして、露呈され
るところの、まったくのたしなみの欠如にくらべれば、何ものでもありません」（“The situation of 
your motherʼs family, though objectionable, was nothing in comparison of that total want of propriety 
so frequently, so almost uniformly betrayed by herself, by your three younger sisters, and 
occasionally even by your father.”）（193）とベネット家の人たちの品行について非難している。し
かし、家族がこのような人物であるにも関わらず、エリザベスとジェインは良識があり、立派な
振る舞いも身につけていたために幸せな結婚を獲得することができた。家族の中でも、このよう
な性格や振る舞いの対比があることで、エリザベスとジェインの結婚の幸せを際立たせているの
だ。
（4）ウィカム、コリンズ、シャーロット
この物語では、先述した通り四組の夫婦が誕生する。この夫婦たちを比較するためにウィカム
とコリンズとシャーロットの人物像も詳しく見る必要がある。
まずは、リディアの結婚相手であるウィカムから見ていこう。ウィカムの第一印象はとても良
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いものだった。「容貌はりっぱで、姿はよく、きわめて感じのいい物腰、すべての美の精粋をあつ
めていた。」（“he had all the best part of beauty, a ﬁne countenance, a good ﬁgure, and very pleasing 
address.”）（71）とあり、周囲の人物にも愛想がよく、礼儀も正しかった。エリザベスを含め、周
りの人物は彼に魅了され、「その話しぶりの気持ちよさに、彼女は、どんな平凡な、退屈な、陳腐
なことがらでも、話し手の巧みさによっては、引きつける力を持つものだと、感じさせられた。」
（“made her feel that the commonest, dullest, most threadbare topic might be rendered interesting by 
the skill of the speaker.”）（75）と、エリザベスが彼の魅力に惹かれていることが分かる描写もされ
ている。だが、ウィカムとダーシーが出会った場面で、ダーシーはウィカムが挨拶したことに対
して声を掛けたりもせずに、そっけない挨拶を返すことしかできなかったのだ。エリザベスがウィ
カムから聞いた話によると、ウィカムの父はダーシーの父の執事であり、ダーシーの父はウィカ
ムを相当可愛がっていた。ダーシーの父は遺言でウィカムに聖職禄を与えたが、ダーシーはそれ
に嫉妬して聖職禄を取り上げてしまい、ウィカムは社交と仕事の両方を得るために軍隊に入った
ということであった。ウィカムはダーシーの人間性を褒めることはせず、エリザベスもそれを信
じてしまい、ダーシーを嫌う気持ちが増してしまった。このことが、エリザベスがダーシーの最
初の求婚を断った理由の一つでもあるのだ。ビングリーの妹が舞踏会でエリザベスにウィカムに
ついて忠告したが、エリザベスは聞き入れなかった。それだけ、ウィカムの言うことを信じてい
たのである。
だが、ダーシーが求婚後にエリザベスに宛てた手紙で彼女は全てを知ることになった。それは、
ウィカムは自ら聖職禄を放棄し、ダーシーの父が残した遺産の一千ポンドのみを受け取り、さら
には金銭面の援助を求めたり、暮らし向きが悪くなったために聖職禄をもう一度欲しいと自分の
欲望のみを叶えようとしたが、ダーシーに断られて叶わなかったために彼の悪口を言い回ったと
いうものであった。さらには、財産目当てでダーシーの妹であるジョージアナ（Georgiana）に近
づき、駆け落ちに同意までさせたのだと手紙には記されていたのであった。自分の観察力に自信
を持っていたエリザベスはひどく自己嫌悪に陥った。さらに、ウィカムは彼女の妹であるリディ
アと駆け落ちをしてしまう。彼は賭博による巨額の借金をしていた。それから逃れるために身を
隠さなければならなくなった時に、自分とともに連れ立って逃れる人物がいてくれさえすれば、
ウィカムは構わなかったのである。リディアは先述した通り、男性にちやほやされることが一番
の喜びで、自分を誘ってくれる男性がいれば、彼女もまた誰でも良かったのである。「彼女の愛情
はしじゅう移り変わっていたが、その対象がないという時はなかったのだ。」（“Her affections had 
been continually ﬂuctuating, but never without an object.”）（266）と本文でも書かれており、リディ
アの移り気な性格がよく分かる。ウィカムは自分と逃げてくれそうなリディアを誘い、リディア
は「対象」をウィカムにしたということだけなのであった。
これらから見ると、ウィカムにはリディアに対する愛情はまったくないことが読み取れ、自分
の妻にも愛情を持たない、自分の欲望を満たすためにその場しのぎで生きている人物だというこ
とが読み取れる。
次に、シャーロットの夫となったコリンズ氏について見ていきたい。コリンズ氏はベネット氏
の親戚の牧師で、ベネット氏が亡くなった際には彼の全ての財産を手に入れることが出来る限嗣
相続者であった。彼は、キャスリン・ド・バーグ夫人（Lady Catherine de Bourgh）に目をかけて
もらったおかげでハンスフォード（Hunsford）の聖職に就くことができたので、夫人のことを過
度に信頼し、感謝し、崇拝していた。だが、彼の性格や振る舞いには問題があった。「コリンズ氏
は、頭のするどい人ではなく、天性の欠陥が、教育や交際の力でおぎなわれることも、ないのに
等しかった。」（“Mr. Collins was not a sensible man, and the deﬁciency of nature had been but little 
assisted by education or society”）（69）とあり、彼はあまり頭の良い人間ではないことが分かる。
父親の圧力により卑屈な性格になり、だが夫人のおかげで聖職を手に入れることができたために
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尊大で高慢になり、夫人に対して追従していたために、様々な感情の「混合体」（“a mixture”）（69）
となっていた。そんな彼が、結婚しようとしたのには理由がいくつかあり、牧師である自分が教
区の人々の結婚生活の模範となるため、幸福をえるため、そして崇拝する夫人から結婚を薦めら
れたためであった。ベネット家の娘たちを妻の候補に選んだ理由は、ベネット氏の財産を相続す
ることへのつぐないの方法として最善だと考えたからであった。最初はジェインを候補としてい
たが、ベネット夫人にジェインは近々婚約するかもしれないからと断られたので、エリザベスに
変更したのであった。このことから見ても分かる通り、彼にとって結婚相手に対する愛情などは
必要なく、ただ条件が合えば誰と結婚しても良かったのである。しかし、エリザベスに求婚する
も、あえなく断られてしまうのであった。しかし、何度エリザベスが拒絶しても、コリンズ氏は
それを間に受けず、「はじめて申し込みをうけたばあいには、断るのが女性のきまった習慣だとい
うことを、ぼくは知っているのですから。じっさい、今回にしましても、あなたは女性の真の繊
細な気持ちをそこなわぬ程度で、ぼくの求婚をはげますようなことをおっしゃったのですから」
（“because I know it to be the established custom of your sex to reject a man on the ﬁrst application, 
and perhaps you have even now said as much to encourage my suit as would be consistent with the 
true delicacy of the female character.”）（105）と、自分に都合よく解釈してしまうのであった。彼
は自分に対しての誇りが強すぎたために、求婚した際、エリザベスが自分の申し込みを断るはず
がないと考えていたのである。だから、エリザベスに結婚を断られたことに対してはあまりショッ
クを受けなかったが、自分の誇りを傷つけられたことに対してのみひどくショックを受けたので
ある。しかし、そんな折にエリザベスの親友であるシャーロットと出会い、話をする機会が増え
た。その結果コリンズ氏はシャーロットに結婚を申し込み、彼女もそれを承諾したのであった。
シャーロットの気持ちについては後で述べるが、たった三日間の間に二度も結婚の申し込みをし
た彼のこの行動から、結婚相手に愛情を求めるわけでもなく、ただ条件の合った女性がそばにい
たために、結婚を申し込んだということが分かる。彼は何よりも自分が大切で、結婚したのも自
分の誇りと社会的な地位のためであった人物だと言えるのである。
次に後にコリンズの妻となるシャーロットについて述べたい。シャーロットはベネット家の隣
人のルーカス（Lucas）家の長女で、エリザベスの親友でもあった。しかし、二十七歳という年齢
で、当時の女性の生きる術と考えられていた結婚にはまだたどり着けないでいた。従って、彼女
の目的はかねてから「結婚」ということであった。しかし、彼女の考える結婚は、夫婦関係や恋
愛をもってしての結婚ではなく、生きていく術としての結婚であった。そんな時、エリザベスに
結婚の申し込みを拒否されたコリンズ氏と近づきになる機会に恵まれ、彼女はコリンズ氏の気持
ちをエリザベスから自分に向かせようとしたのである。結果は成功で、コリンズ氏はシャーロッ
トに求婚し、彼女もそれを承諾したのである。これらのことから見て、二人の間に愛があるとは
言い難く、作中でも「彼のもって生まれた愚鈍さからして、結婚前の交際が長くつづけばいいと
女に思わせるような魅力が出てくる心配はなかったのである。ルーカス嬢は、ただ純粋に、わが
まま心などなしに、世帯をもちたいという願いから、彼との結婚を承諾していたのだから、その
世帯がどんなに早く持てようと、いっこうかまわなかった。」（“The stupidity with which he was 
favoured by nature, must guard his courtship from any charm that could make a woman wish for its 
continuance; and Miss Lucas, who accepted him solely from the pure and disinterested desire of an 
establishment, cared not how soon that establishment were gained.”）（120）と、結婚して家庭を持
ちたいというシャーロットの感情が述べられているだけで、コリンズ氏への愛は何も述べられて
いない。さらに、「彼は賢くもないし感じのいい男でもない。いっしょにいるとうんざりするし、
自分にたいする彼の愛情も、想像の上でのものにちがいない。それでもやはり、彼は自分の夫に
なるのだ。──男性とか夫婦関係とかということをあまり問題にしないでの結婚ということが、
つねに自分の目的だったのだ。」（“Mr. Collins to be sure was neither sensible nor agreeable; his 
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society was irksome, and his attachment to her must be imaginary. But still he would be her husband.
―Without thinking highly either of men or of matrimony, marriage had always been her object”）
（120）と述べられており、コリンズ氏に対するシャーロットの愛情は皆無に等しいことが分かる。
しかし、シャーロットは「コリンズさまの性格とか縁故関係とか地位とかを考えると、あのかた
といっしょになって幸福になれる見込みは、たいていの人が結婚生活にはいって自慢するのと同
じくらいあると確信できますわ。」（“Mr. Collinsʼs character, connections, and situation in life, I am 
convinced that my chance of happiness with him is as fair, as most people can boast on entering the 
marriage state.”）（123）とエリザベスに語っており、結婚におけるシャーロット自身の目的を完全
に果たせたことを表しているのである。エリザベスは、親友が結婚において、自分の感情を優先
するのではなく「世間的な利益」（“worldly advantage”）（123）を優先したことを悲しむが、シャー
ロットにとっては自分の目的が果たせたのだから、悲しむことはなかった。シャーロットはしっ
かりとした教育を受けた女性だったが、エリザベスとは真逆の、自らの生きる術と社会的な立場
を得るために愛情のない結婚をした女性として描かれているのである。
第三章　結婚の形
（1）主人公エリザベスの結婚観
主人公であるエリザベスは、ダーシーとの恋愛の後に結ばれた。先にも述べたように、当時は
恋愛結婚が主流ではなく、家同士の利益のために結婚が行われた。しかし、18 世紀頃からは次第
に恋愛結婚が認められ始め、これまでの家柄重視の結婚とは全く違ったものに変化していった。
エリザベスとダーシーの結婚は、この恋愛結婚への移り変わりを象徴するものであろうと考えら
れる。実際、ダーシーの叔母であるキャスリン・ド・バーグ夫人は「名誉、礼儀、思慮分別、い
や、利益が、それを禁ずるからです。」（“Because honour, decorum, prudence, nay, interest, forbid 
it.”）（337）と、甥であるダーシーと家柄のあまりよくないエリザベスとの結婚をやめさせようとし
ていた。しかし、ダーシーも自らの高慢を捨て、自らが愛した人物と一緒になる決心をしたので
ある。では、なぜエリザベスが恋愛結婚にいたる結婚観を抱くようになったのか。
ベネット家の人物たちには、先程も述べた通り個性的な人物が多い。特にベネット夫婦におい
ては独特な夫婦関係が築かれていた。その独特な夫婦関係とは、先ほどにも述べた通り、ベネッ
ト氏がベネット夫人を軽蔑したり、子どもたちの前でも非難するという関係である。ベネット氏
は、自らの妻の理解力や知力の乏しさゆえに彼女を心から愛することをやめてしまい、その分、
田園や書物に愛情を注ぐようになった。その後、ベネット氏はベネット夫人の無知と愚かな行動
におもしろさを感じるようになり、この夫婦の奇妙な関係が構築されていったのだった。このよ
うな関係が出来てしまったために、ベネット夫妻は互いに尊敬や感謝をしあうこともなく、理解
しあうことも出来なかった。そんな関係をエリザベスは目の当たりにして今まで生きてきたため
に、彼女の結婚観というものが確立された。そうした彼女の結婚観は、彼女とダーシーが婚約し
た際、ベネット氏がエリザベスに送った次のような言葉に代弁されている。
  “I know that you could be neither happy nor respectable, unless you truly esteemed your 
husband; unless you looked up to him as a superior. Your lively talents would place you in the 
greatest danger in an unequal marriage. You could scarcely escape discredit and misery. My 
child, let me not have the grief of seeing you unable to respect your partner in life.”（357）
  「あなたは、ほんとうに夫を尊敬していなければ、そして夫を自分よりすぐれた人と見上げ
ていなければ、幸福にもなれないし、世にりっぱに立ってゆくこともできないことを、わ
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たしは知っている。あなたの潑剌とした才知は、不釣合いな結婚をすると、あなたを最大
の危険にさらすことになるだろう。不名誉や不幸をまぬがれることは、まずできないだろ
う。リジー、あなたが生涯の伴侶を尊敬できないのを見るという悲しい目に、父をあわせ
ないでほしいのだ。」
つまり、エリザベスの結婚観とは「相手に尊敬と感謝の気持ちと愛情を持てるようでなければ、
幸せな結婚は出来ない」というものである。同じダーシーからの求婚でも、高慢な態度のダーシー
には尊敬も感謝もできなかったため、一度目の求婚をエリザベスは断ったのである。しかし、そ
の後ダーシーは態度を改め、エリザベスも自分の叔父夫婦への彼の対応の素晴らしさを感じるこ
とができ、ダーシーに対して尊敬の念を抱くようになったのである。さらに、求婚を断ったエリ
ザベスの態度や言葉を寛大な心で許したダーシーの、エリザベスに対する愛情の深さに対しても
エリザベスは感謝の気持ちを抱くことができた。自分に対する愛情や、尊敬に値する態度をエリ
ザベス自身が感じることができたので、二度目には彼の申し込みを受け入れたのである。
エリザベスは、歪んだ夫婦関係で結ばれていた自分の両親を見て、そんな歪んだ関係では幸せ
な家庭環境が築かれることは出来ないと感じていた。そのため、自分が結婚する際には幸せな夫
婦関係と家庭環境を得たいと思ったために、エリザベスの結婚観が確立されたのであろう。
（2）四組の夫婦の結婚の違い
この物語で誕生した四組の夫婦にはそれぞれ特徴がある。それぞれの夫婦について見ていきた
いと思う。まずは、主人公であるエリザベスとダーシー夫妻について述べたい。彼らは、この物
語内で幸せな結婚をした二組の夫婦のうちの一組である。彼らは、先にも述べたとおり、一度目
のダーシーの結婚の申し込みでは結婚することにはならなかった。エリザベスは、ダーシーに初
めて会った時にうけた印象から偏見をもって彼を見ており、彼の高慢な態度を嫌っていた。一方、
ダーシーはエリザベスと結婚することよりも、自分の身分や階級のプライドを重要視してしまっ
た。そのために、彼らは一度で結婚することは出来なかったが、その後、お互いに相手に対して
誤った考えや高慢な気持ちや偏見を持っていたことを反省した。元々、エリザベスとダーシーは
それぞれが優れた人間性の持ち主ではあったが、お互いが出会ったことにより、さらに自らの人
間性を向上させたのである。愛情を育むだけの関係ではなく、互いに尊敬と感謝をもって高め合っ
ていける関係を築けたため、二人の結婚は人としての成長にもつながる、理想的な結婚の形であっ
たと言えるのではないだろうか。
次に、ジェインとビングリーの結婚についてであるが、この二人は、エリザベスとダーシーの
二人と同じように幸せな結婚をした。最初はダーシーやビングリーの妹に結婚を反対されていた
が、後に再会した時にお互いに自分の相手に対する気持ちを再確認し、最終的に結ばれた。彼ら
は、自分の意見をはっきり言わない控えめな性格だったが、最終的には自分たちの判断と考えで
一緒になることを決めた。優しい性格の二人だったが、最終的には幸せな結婚ができたもう一組
の夫婦である。
次に、リディアとウィカム夫妻について述べたい。リディアとウィカムは先述した通り、お互
いが相手に対して同じだけの愛情をもって結婚した夫婦ではない。ウィカムの欲望と、リディア
がウィカムから愛されているという思い込みだけでこの結婚は成り立っていたのだ。ウィカムは
自分の負債から逃れるために、リディアを道連れにして逃げただけであり、彼女に対して愛情は
持っていない。リディアは男性にちやほやされることが好きで、その時偶然ウィカムにそそのか
されたので、ウィカムと結婚したと言っても過言ではないのだ。さらに、この二人の結婚の形は、
ハードウィック結婚法が成立し、結婚についての取り締まりが厳しくなった後に増加した駆け落
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ち婚の形である。駆け落ちをした者が家族の中にいれば、周囲から駆け落ちした本人はふしだら
だと見られ、家族の名前にも傷が付き、姉妹や兄弟の結婚も危ぶまれる事態となるほどのことで
あった。そんな事態になるかもしれないにも関わらず、リディア自身は自分が駆け落ちすること
に面白みさえ感じて、フォースター大佐夫人（Mrs. Forster）に置き手紙を残していったのである。
このことから、品行の悪いリディアの性格が浮き彫りにされており、リディアとウィカムがどれ
ほど浅はかな結婚をしたかを見て取ることができる。また、結婚してからも、エリザベスとダー
シーに金銭的な援助を求めたりしており、二人の結婚生活は幸せなものだとは言い難い。だが、
ウィカムはリディアと駆け落ち結婚をして負債から逃れることが出来たし、リディアはウィカム
が自分を愛してくれていると思い込んでいたため、お互いの目的も欲望も果たされているのであ
る。だが、夫婦間に本当の愛情がないことは歴然としており、この夫婦は表面上だけの夫婦なの
で、決して幸せな結婚をしたとは言えないのである。
最後に、シャーロットとコリンズ夫妻である。先述したとおり、シャーロットは自分の生きて
いく術を得るためにコリンズとの結婚を決めた。それは、エリザベスの結婚観とは全く違うもの
で、お互いが愛情と尊敬と感謝の気持ちを持っていなくとも、自分と家族が生きていくために結
婚できれば、それが人生において最善の道であると考えている。これは、当時主流であった結婚
の形そのもので、打算的かつ利己的なものであった。だが、財産も社会的な地位もないシャーロッ
トにとっては、コリンズ氏との結婚は願ってもない好機だった。実際、シャーロットはコリンズ
氏を愛してはいなかったが、彼女が生きていくのには絶好の場所を手に入れることができたので
あろう。自分の気持ちに重きをおかず、生きていくために打算的な結婚をしたシャーロットは、
当時の女性の結婚の形を分かりやすく表現しているのではないだろうか。
結論
これまで、18 世紀の時代背景、イギリスにおける結婚の形、そして『高慢と偏見』における結
婚の描かれ方を見てきた。オースティンがこの作品を描いた時期は、結婚の形が変化してゆく過
渡期であった。結婚する本人たちの気持ちが重視され、シャーロットのような打算的な結婚から、
エリザベスのような愛情を大切にした結婚へと変化してゆく時代だったのである。幸せな結婚を
した者たちは、家柄や財産を重視した結婚ではなく、愛情をもってして結ばれる恋愛結婚をした
からこそ、幸せになれた。彼らは彼らの結婚に至る過程において、人物の本来の人間性を評価す
ることができ、自らの人間性を成長させることができたのである。特に、エリザベスとダーシー
については、最初、私は『高慢と偏見』というタイトルにおいてダーシーが「高慢」、エリザベス
が「偏見」を表すというふうに考えていたが、彼らの感情をこのように振り分けてしまうことは
正しくないと思うようになった。様々な出来事を巡って、様々な感情が彼らを取り巻いていたの
で、高慢と偏見のどちらの感情も互いに存在していたし、最終的にはどちらも互いの考えや感情
を理解し合い結ばれたので、「高慢」と「偏見」というのは決して良い感情ではなかったが、互い
の人間性を認めたり高め合ったりするのには二人には重要な役割を持った感情であったのではな
いだろうか。結婚が大きなテーマのこの物語であったが、人間の感情そのものにも切り込んだ物
語で、本来の人間性や人物間の細やかな感情のやり取りも読み取ることのできるオースティンの
作品であった。
注
（1）http://www13.ocn.ne.jp/~uk_fan/jpage/library/lb_q006.htm を参照した。 
（2） Jane Austen, Pride and Prejudice (Penguin Books, 2003), 123.  以下、本文からの引用はこのテクストによる。引用ページは引用
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